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幕末外交史跡をゆく
旅

夜明けを

たどる
時代の

時代の夜明けを

たどる旅

　 二百十数年の鎖国の時代を経て、 嘉永７

年（ 1854） ３ 月３ 日の日米和親条約締結

をも っ て日本は開国の時代を迎えまし た。

安政５ 年（ 1858） 、 ア メ リ カ と の日米修

好通商条約を 皮切り に、 オラ ン ダ ・ ロ シ

ア・ イ ギリ ス・ フ ラ ン ス・ ポルト ガル・ プ

ロイ セン ・ スイ ス・ ベルギー・ イ タ リ ア・

デン マーク など欧米諸国と 条約を締結し ま

す（ 国名は調印順） 。 条約では自由貿易と

と も に公使などの外交使節を江戸に駐在す

るこ と も 取り 決めら れまし た。 こ の公使駐

在を めぐ っ ては、 すでに日本に滞在し てい

たアメ リ カ 総領事ハリ スが幕府に強く 要求

し 、 交渉し ていまし た。 一方、 要求を受け

た幕府では外交のエキスパート である水野

忠徳（ 勘定奉行兼長崎奉行） と 岩瀬忠震

（ 目付） に意見を 求め、 協議の結果、 認め

るこ と にし まし た。

　 問題は外国公館をどこ に置く かでし た。

公館は主に現在の港区域の寺院に設けら れ

まし たが、 その理由と し ては、 ①江戸の南

端に位置し 、 海に面し て外国人たち の上陸

地点に近いこ と 、 ②寺院が数多く あり 、 多

人数から なる 使節に必要な設備を整える の

に適し ているこ と 、 ③外国使節を 接遇する

のにふさ わし い格を 備えているこ と 、 ④警

備をする上で充分な空間が確保でき る こ と

などが挙げら れます。 と り わけ攘夷運動が

盛んになっ てき たこ の時期、 幕府は使節団

の警備に神経を 使い、 広い敷地を 持ち 、 か

つ外界と 遮断さ れた寺院を宿舎や公使館に

選んだのです。 し かし 、 外国人襲撃事件が

横浜や江戸で相次いだため幕府はさ ら に警

備を強化し ます。 と く に万延元年（ 1860）

12月５ 日に麻布中ノ 橋付近で起き たアメ リ

カ 公使館通訳官ヒ ュ ースケン 暗殺事件（ →

29、 36ページ ） は大き な 外交問題に発展

し 、 幕府は旗本・ 御家人から 人員を抜擢し

て外交官個人の警固を強化し 、 公館全体の

警備は大名に担当さ せまし た。 それでも 攘

夷運動はますます激し さ を増し 、 文久元年

（ 1861） から 翌２ 年（ 1862） にかけて起き

た東禅寺事件（ イ ギリ ス公使館襲撃事件、

→37ページ） や品川御殿山イ ギリ ス公使館

焼き 討ち事件などによっ て、 外国公使ら は

安全かつ生活に便利な横浜へ居を 移し 、 港

区域の寺院は江戸に出府し た時の滞在施設

と し て利用さ れるこ と になり ます。
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オランダなど使節宿館跡
（ 真福寺） 　

愛宕１ －３ －８
 
 

赤羽接遇所跡
（ 飯倉公園）

あかばねせつぐ う し ょ

　　　　　
東麻布１ －２ １ －８
 
  

時代の夜明けをたどる旅

幕末外交史跡をゆく

　 安政５ 年（ 1858） ３ 月から ６ 月まで、 オ

ラ ン ダ使節ク ルチウスが逗留し たのが愛宕

山下の真福寺（ 慶長10年〈 1605〉 建立）

です。 ク ルチウスは長崎出島の商館長でも

あり まし たが、 こ の時は領事官の肩書き を

持っ ていたため、 幕府は市中の旅宿は適当

ではないと 判断し 、 真福寺を宿所にあてま

し た。 真福寺はこ の辺り では江戸城にも っ

と も 近い寺院で、 門前の愛宕下通り を進め

ば500ｍほどで城門（ 新シ橋） につき あた

り ます。 ク ルチウスは日蘭修好通商条約が

締結さ れる前にこ こ を 去り まし たが、 その

後も 真福寺には修好通商条約を 結ぶために

訪れたロ シア使節プチャ ーチン やフ ラ ン ス

使節グロ ーなどが滞在し まし た。

　 赤羽接遇所は安政６ 年（ 1859）３ 月に講武

所付属調練所の跡地2,856坪に建てら れた

外国人の宿泊所兼応接所です。 黒門と 高い

板塀で囲まれ、 内部には宿泊施設のほか、

幕府役人の詰所や厩、 警備の番所などが置

かれていまし た。 翌７ 年（ 1860）１ 月にロシ

ア領事ゴスケビッ チが滞在し たほか、 同年

７ 月にはプロ イ セン使節オイ レ ンブルク が

滞留し 、 幕府と 修好通商条約の締結を交渉

し まし た。 施設についてオイ レ ンブルク は

「 家全体の設備はいさ さ かテン ト のよう で

ある が、 快晴で暖かい天気のと き はと も か

く 快適な住み心地である」 と 感想を 述べて

います（ 『 オイ レ ンブルク 日本遠征記』 中

井晶夫訳） 。 また、 文久元年（ 1861） ５ 月

から 10月まで再来日し たシーボルト も 滞在

し 、 幕府顧問と し て活躍するなど、 幕末外

交史の舞台と なり まし た。  
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幕末期駐日外交使節一覧（ 一部）

アメ リ カ

ハリ ス 総領事・ 弁理公使

プ リ ュ イ ン 弁理公使

デピ ュ ー 弁理公使

ヴァ ン ・
フ ァ ルケン ブ ルグ

弁理公使

イ ギリ ス
オールコ ッ ク

総領事兼外交事務官・
特命全権公使兼総領事

パーク ス 特命全権公使兼総領事

フ ラ ン ス
ド ・ ベルク ール

総領事・ 代理公使兼総領事・
全権公使兼総領事

ロ ッ シュ 代理公使兼総領事

オラ ン ダ
デ・ ウィ ッ ト 総領事

ポルスブ ルッ ク ＊ 総領事兼外交事務官

ロ シア
ゴスケビ ッ チ 領事・ 総領事

ビ ュ ーツ ォ フ 領事

紙幅の関係で、 安政5年（ 1858）に修好通商条約（ 安政の五カ 国条約） ・
を 締結し た国々に限定し まし た。
 ・ ポルスブ ルッ ク は、 スイ ス総領事、 デン マーク 政府代表を 兼任し
まし た。

・ 『  開国150 周年記念資料集　 江戸の外国公使館』（ 港区立港郷土資 
料館、 2005） よ り 作成し まし た。

最初のアメリカ公使館跡
（ 善福寺） 　

元麻布１ －６ －２ １  

プロイセン公使館跡
 元麻布１ －５ 　 春桃院跡

　 安政３ 年（ 1856） ７ 月、 下田に来航し た

アメ リ カ 総領事ハリ スは修好通商条約の締

結を幕府と 交渉し 、 同５ 年（ 1858） ６ 月19

日に小柴沖（ 神奈川付近） に停泊中の米艦

ポーハタ ン号上で日米修好通商条約の調印

がおこ なわれまし た。 翌６ 年（ 1859） 、 駐

日公使に昇格し たハリ スは、 ６ 月８ 日に通

訳ヒ ュ ースケンを と も ない善福寺に入り 、

こ こ に公使館を開き まし た。 当初は奥書院

と 客殿が公館に用いら れて いま し たが、

文久３ 年（ 1863） 水戸藩士の放火によ り 焼

失し たため、 本堂の北側の庫裏を使用する

よう になっ たと 思われます。 境内には益田

孝が発起人と なっ て昭和11年（ 1936） に建

立し たハリ ス記念碑があり ます。 また、 当

時の善福寺の役僧が記し た「 亜墨利加ミ ニ

スト ル旅宿記」 （ 区指定文化財、非公開） な

ど幕末の外交史を 知る 上で貴重な資料も 残

さ れています。 　

　 慶応２ 年（ 1866） ３ 月、 プ ロ イ セン 使

節の宿所はそれま で 利用し て いた広岳院

（ →36ページ ） から こ こ 春桃院（ 元和８ 年

〈 1622〉 開創・ 当初は自適庵、 後に現称）

に移さ れまし た。 駐日領事ブラ ン ト は翌３

年（ 1867） ３ 月に代理公使に昇任し 、 幕府

と 交渉する ためこ こ を宿舎と し 、 プロ イ セ

ン 公使館と なり まし た。 公使館と し て使用

さ れていた建物は本堂続き の127坪と 山寄

り の51坪の２ 棟で あっ たと いわれて いま

す。 春桃院は昭和末期までこ の地にあり ま

し たが、 現在は南麻布に移転し ています。
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最初のプロイセン使節
宿所跡（ 広岳院）

 高輪１ －２ ４ －６  

ヒュースケン墓・ 伝吉墓
(光林寺)

 南麻布４ －１ １ －２ ５ 　

時代の夜明けをたどる旅

幕末外交史跡をゆく

　 アメ リ カ 総領事（ のちに公使） ハリ スにし

たがっ て江戸に入っ た通訳官ヒ ュ ースケン

の墓がこ こ 光林寺（ 元和９ 年〈 1623〉開創）

に あ り ま す 。 ヒ ュ ー ス ケ ン は万延元年

（ 1860） 12月５ 日の夜、 赤羽接遇所から

麻布善福寺の公使館に帰る 途中、 待ち 伏

せていた攘夷派浪士に襲われ命を落と し ま

し た（ →29ページ ） 。 葬儀は３ 日後に行わ

れ、 葬列にはハリ ス、 オールコ ッ ク（ イ ギ

リ ス公使） 、ド ・ ベルク ール（ フ ラ ンス代理

公使） 、 デ・ ウィ ッ ト （ オラ ンダ総領事） 、

オイ レ ンブ ルク（ プ ロ イ セン 使節） など 各

国の公使・ 総領事・ 使節が参加し まし た。

ヒ ュ ース ケ ン はキリ スト 教徒で あっ た た

め、 土葬のでき る 御府外の光林寺に埋葬さ

れまし た。 また、 同年１ 月７ 日に東禅寺付

近で殺害さ れたイ ギリ ス総領事雇いの通弁

（ 通訳） 伝吉の墓も こ こ にあり ます。  

　 万延元年（ 1860） 12月14日、 赤羽接遇

所において幕府と プロ イ センと の間で日普

修好通商条約が結ばれまし た。 プロ イ セン

使節オイ レ ン ブ ルク は同18日に赤羽接遇

所を 引き 払い、 一旦帰航し ます。 その後、

元治２ 年（ 1865） ４ 月３ 日に幕府がプ ロ

イ セン の宿所と し たのがこ こ 広岳院（ 文禄

３ 年〈 1594〉 開創・ 当初は宗英寺、 後に現

称） です。 領事ブラ ン ト がこ こ に入り まし

たが、 翌２ 年（ 1861） ２ 月にプ ロ イ セン

の宿所は麻布の春桃院（ →35ページ ） に

移さ れた ため、 実際に使用し たのは短い

期間でし た。  
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広重　 東京名勝図会　 高輪　 英吉利館

最初のイギリス公使館跡
(東禅寺) 　

高輪３ －１ ６ －１ ６   

　 日英修好通商条約が締結さ れた翌年の安

政６ 年（ 1859） ６ 月４ 日、 イギリ スの駐日総

領事（ のちに公使） オールコ ッ ク が東禅寺

（ 慶長15年〈 1610〉 開創。 当初は嶺南庵、

寛永13年〈 1636〉 後に現称） に入り 、 こ こ

に総領事館（ のち に公使館） を 置き ま し

た。 当時はすぐ そばに海が面し ており 、 通

信や連絡が容易な場所でし た。 またオール

コ ッ ク は「 江戸にある 最大かつ最良の寺の

ひと つ」 「 こ れほど美し い草庵をえら べた

こ と はさ いわい」 （ 『 大君の都』 山口光朔

訳） など、 と ても 東禅寺を 気に入っ たよ う

でし た。 し かし 、 こ こ 東禅寺を 舞台に血な

まぐ さ い事件が相次いで起こ り ます。

　 文久元年（ 1861） ５ 月28日の夜、 水戸

藩を 脱藩し た攘夷派浪士10数名がこ こ を

襲撃し ますが、 警護についていた幕府の外

国御用出役や諸藩の藩士が必死に防ぎ 、

襲撃者を 撃退し ま し た。 こ の時、 オール

コ ッ ク は危う く 難を逃れまし たが、 書記官

ローレ ン ス・ オリ フ ァ ント と 長崎駐在領事

ジ ョ ージ ・ モ リ ソ ン が負傷し ま し た。 ま

た、 １ 年後の５ 月29日、 警護について い

た松本藩の藩士がイ ギリ ス 人伍長を 殺害

し 、 歩哨１ 人を傷つけまし た。 藩士は翌日

藩邸で切腹し まし たが、 イ ギリ ス側は幕府 

に償金を要求し 、 続いて起き た生麦事件と

と も に幕府を悩ませる こ と になり ます（ 東

禅寺事件） 。 事件後、 イ ギリ スは横浜に公

使館を 移し 、 東禅寺はその後公使館と し て

ほと んど 利用さ れな く な り ま す。 な お、

元治２ 年（ 1865） から 高輪接遇所（ →38

ページ） が実質的なイ ギリ ス公使館と し て

利用さ れます。

　 現在、 公使館の一部と し て使用さ れた奥

書院（ 現在は遷源亭と 呼ばれています） が

保存さ れており 、 公使宿館跡の碑が山門前

にあり ます。  
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外国公館警衛大名一覧

藩名 藩主 警衛公館（ 宿寺）

越後与板 井伊直充・ 直安 長応寺・ 善福寺

肥前島原 松平忠愛 善福寺

三河西尾 松平乗全 長応寺・ 東禅寺

越後福山 阿部正教 東禅寺

伊勢亀山 石川総禄 済海寺

摂津尼崎 松平忠栄 済海寺

出羽新庄 戸沢正実 赤羽接遇所

和泉岸和田 岡部長寛 東禅寺

上野高崎 松平耀声 善福寺

大和郡山 松平（ 柳沢） 保申 東禅寺

上野沼田 土岐頼之 赤羽接遇所

美濃岩村 松平乗命 赤羽接遇所・ 東禅寺

摂津高槻 永井直耀・ 直矢 善福寺

美濃加納 永井尚典 善福寺

上野館林 秋元志朝 善福寺

越後高田 榊原政愛 東禅寺

丹後田辺 牧野誠成 済海寺

信濃松本 松平（ 戸田） 光則 済海寺・ 東禅寺

下野宇都宮 戸田忠恕 善福寺

高輪接遇所跡
（ 泉岳寺前児童遊園）

たかなわせつぐ う し ょ

 高輪２ －１ ５ －３ ７ 

オランダ公館跡
　高輪２ －１ －１ １ 長応寺跡  

 

時代の夜明けをたどる旅

幕末外交史跡をゆく

　 接遇所と は外国人のための宿泊所兼応

接所で すが、 高輪接遇所は実質的な イ ギ

リ ス 公使館で す。 イ ギリ ス 公使は東禅寺

事件（ →37ページ ） な ど 度重な る 襲撃に

よ り 横浜に移っ て いま し たが、 元治２ 年

（ 1 86 5 ） ２ 月に 代理公使ウ ィ ン チ ェ ス

タ ーが泉岳寺を 公使館と する こ と を幕府に

求めます。 さ ら に同年閏５ 月に着任し た新

公使パーク スは泉岳寺中門前の敷地に公使

館を建設するよ う 求めまし た。 幕府はイ ギ

リ ス側の強い要求に押さ れ、 も と 泉岳寺の

土取り 場2,659坪の地にイ ギリ ス 公使館を

建設し 、 攘夷派の焼き 討ちを 避けるため、

「 高輪接遇所」 と 名付けまし た。 敷地内に

は平屋建て２ 棟の公使館が建てら れ、 １ 棟

が公使パーク スのために、 １ 棟が公使館員

用にあてら れまし た。 イ ギリ ス公使館通訳

官のアーネスト ・ サト ウも 一時期こ こ に住

んでいまし た。 明治時代以降、 新たな名所

と し て錦絵にも 描かれています。

　 オラ ン ダは江戸時代、 徳川幕府の鎖国政

策の中にあっ て西欧諸国で唯一日本と 交易

し ていた国です。 オラ ンダは修好通商条約

締結後、 外交使節を 江戸に置かず、 江戸

時代以来の長崎出島を 本拠と し て いま し

た が、 総領事が江戸に出府し た時に利用

し て いた のがこ こ 長応寺で す。 文久３ 年

（ 1863） に総領事を 引き 継いだポルス ブ

ルッ ク は出島から 横浜に本拠を 移し まし た

が、 江戸の公館と し て長応寺を 引き 続き 利

用し まし た。 ポルスブルッ ク はスイ ス、 ベ

ルギー、 デン マーク などの国々と 幕府の条

約締結を 積極的に周旋し たため、 長応寺は

こ れら の諸国と 日本と の外交交渉の舞台に

も なり まし た。  
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藩名 藩主 警衛公館（ 宿寺）

陸奥福島 板倉勝顕 善福寺

陸奥三春 秋田肥季 善福寺

遠江横須賀 西尾忠篤 善福寺

美濃大垣 戸田氏彬 東禅寺

駿河田中 本多正訥 済海寺・ 東禅寺

越後村上 内藤信思 東禅寺

丹波篠山 青山忠敏 済海寺

信濃上田 松平忠礼 善福寺

近江水口 加藤明軌 善福寺

越前勝山 小笠原長守 善福寺

若狭小浜 酒井忠氏 済海寺・ 善福寺

常陸笠間 牧野貞直 善福寺

越前丸岡 有馬道純 善福寺・ 長応寺

陸奥白河 阿部正外 善福寺

美濃郡上（ 八幡） 青山幸宜 善福寺

『 開国 150 周年記念資料集　 江戸の外国公使館』（ 港区立港郷土資料
館、 2005） よ り 作成

スイス使節宿所跡
 三田４ －８ 　 正泉寺跡

最初のフランス公使館跡
(済海寺) 　

三田４ －１ ６ －２ ３  

　 文久３ 年（ 1863） 12月29日、 日瑞修好

通商条約を 結んだス イ ス は、 翌元治元年

（ 1864） 、 領事リ ン ダウがフ ラ ン ス・ オラ

ン ダ 公使館の近辺に滞在施設を 求めま し

た。 こ の求めに応じ て幕府が宿所に定めた

のがこ こ 正泉寺です。 当時の境内図を みる

と 、 見張り 所が一番から 八番まで設けら れ

厳重な警備体制を敷いていたこ と がう かが

え ま す。 ち な みにリ ン ダウは作家で も あ

り 、 日本最古の英字新聞社『 ジャ パン ・ タ

イ ムズ』 の共同設立者です。 また、 リ ンダ

ウの後任と し て駐日総領事を つと めた ブ

レ ン ワルド は在日外資系企業と し て古い歴

史を持つDKSHジ ャ パン 株式会社（ 旧日本

シ イ ベルヘグナー） の創始者の１ 人です。

　 安政５ 年（ 1858） ９ 月３ 日に日仏修好通

商条約を 結んだフ ラ ンスは、 初代駐日総領

事ベルク ールが翌６ 年（ 1859） ８ 月10日に

品川に来航し て済海寺（ 元和７ 年〈 1621〉

開創） に入り 、 こ こ に公使館を置きまし た。

文久３ 年（ 1863） に新公使ロッ シが着任す

る と 、 活発な外交活動を 進めまし た。 当時

のヨ ーロッ パの２ 大強国はイ ギリ スと フ ラ

ン スでし たが、 イ ギリ スが薩摩藩など西国

雄藩を 支援する のに対抗し 、 フ ラ ンスは積

極的に幕府を支援し 、 幕府の軍制改革など

に協力し まし た。 明治３ 年（ 1870） に引き

払う まで公使館と し て使われまし た。 幕末

から 明治にかけての外交史を 理解する 上で

欠く こ と のできない史跡と いえるでし ょ う 。  



40

日英修好通商条約締結
の地・オランダ公使宿跡

（ 西應寺）
 芝２ －２ ５ －６  

時代の夜明けをたどる旅

幕末外交史跡をゆく

　 安政５ 年（ 1858） ７ 月８ 日、 修好通商

条約を 結ぶためイ ギリ ス使節エルギン 卿の

一行が江戸に上陸し 、 滞在し たのがこ こ 西

應寺（ 応安元年〈 1368〉 開創） です。 エル

ギンは日米修好通商条約をモデルと するこ

と を決めていたため、 幕府と の交渉は順調

に進み、 10日後の７ 月18日に西應寺で 条

約が締結さ れまし た。 イ ギリ ス使節の一行

には中国人やペッ ト ま で おり 、 寝る 時は

ベッ ド に蚊帳を つる し たそう です。 エルギ

ン は滞在中の様子について、 「 こ の快い隠

れ家は一方の側が寺院で、 他のすべての側

は高く 築いた 堤で 外界から 隔離さ れて い

た」 と 記し 、 同じ く 随員のオリ フ ァ ン ト は

「 われわれの部屋は中庭の一画になっ てい

た。 そこ は芝生の庭園で、 中央に蓮に覆わ

れた池があり 、 そこ にひなびた橋で渡る小

島があっ た。 と ても 大き な金魚が幅の広い

蓮の葉の下に物憂げに浮かんでいた」 と 述

べています（ いずれも 『 エルギン 卿遣日使

節録』 岡田章雄訳） 。

　 また、 翌６ 年（ 1859） ９ 月１ 日から オラ

ンダ公使宿館がこ こ に置かれまし た。 書院

およ び庫裏の２ 階などが使われ、 初代公使

ク ルチウス ら が駐在し ま し た。 し かし 、

慶応３ 年（ 1867） 12月25日の薩摩藩邸焼

き 討ち 事件（ →30ページ ） の時、 隣接し

て いた西應寺も 砲火によ っ て全焼し 、 オラ

ンダ公館日誌などの貴重な資料が失われて

し まいまし た。   
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近代史跡
旅

夜明けを

たどる
時代の

時代の夜明けを

たどる旅

　 明治時代の幕開けと と も に、 日本は殖産

興業の道を歩み、 慌ただし い近代化の波が

押し 寄せます。 港区には日本の近代化を語

る上で重要な史跡が数多く あり ます。 こ れ

ら は大き く 、 ①産業・ 交通・ 通信、 ②医

療・ 教育、 ③地方行政に分けら れます。 ①

産業・ 交通・ 通信の分野では、 まず国指定

史跡と なっ ている 旧新橋停車場跡があり ま

す（ →51ページ ） 。 明治５ 年（ 1872） に

日本で初めて営業鉄道がスタ ート し た記念

すべき 史跡です。 通信の分野では東京放送

局の仮局舎と 本局社が設けら れ、 日本に

おける ラ ジ オ放送が開始さ れま し た（ →

45、 48ページ ） 。 こ のほか、 横浜・ 兵庫

に続く 日本３ 番目のガ ス 事業が創業さ れ

た地（ →44ページ ） や、 全国紙『 讀賣新

聞』 発祥の地（ →52ページ ） な ど があり

ます。

　 次に、 ②医療・ 教育の分野は近代史跡の

中でも 最も 多い分野です。 看護婦教育発祥

の地（ →49ページ ） 、 歯科医学教育発祥

の地跡（ →46ページ ） 、 東京大学医科学

研究所（ →46ページ ） 、 北里研究所病院

（ →47ページ ） な ど 、 日本の近代医療の

発展を 支えた研究機関や教育機関があり 、

日本近代医療史を語る上で重要な地域であ

る と いえまし ょ う 。 教育機関と し ては、 日

本近代初等教育の幕開けと なる小学第一校

が設けら れた地があり ます（ →49ページ）。

また、 日本の私立大学の代表校である 慶應

義塾大学（ →50、 60ページ ） や、 日本最

古のミ ッ ショ ン スク ールである明治学院大

学（ →61ページ ） 、 海軍将校の養成学校

と いう 特殊な役割を 果たし た攻玉社跡（ →

50ページ） などがあり ます。

　 ③ 地 方 行 政 の 分 野 で は 、 明 治 11 年

（ 1878） ７ 月22日に発布さ れた郡区町村

編成法によ り 設置さ れた麻布区、 芝区、 赤

坂区の各区役所跡が史跡に定めら れていま

す（ →47、 50、 52ページ） 。

　 こ のほか、南極探検隊記念碑（ →44ペー

ジ ） や、 日本経緯度原点（ →48ページ ）

など日本の近代化に重要な役割を 果たし た

史跡があり ます。
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ガス創業の地
　　海岸１ －５ －２ ０  

東京ガス 

南極探検隊記念碑
 海岸３ －１ ４ －３ ４

 

時代の夜明けをたどる旅

近代史跡

　 東京に お け る ガ ス 事業は、 明治６ 年

（ 1873） 11月、 東京会議所が東京府にガ

ス 燈建設を 出願し 、 12月12日に許可さ れ

本格的に開始さ れまし た。 翌日、 工業用地

と し て芝浜崎町３ 番地（ 現海岸１ －５ ） の

11,300㎡の広大な土地が貸与さ れまし た。

翌７ 年（ 1874） １ 月、 フ ラ ン ス人技師プレ

グラ ン を招き 工場と ガス燈の建設がはじ ま

り 、 金杉橋から 芝・ 銀座を 経て 京橋ま で

85本のガス 燈が建て ら れま し た 。 12月

15日に試燈火が行われた後、 18日に新橋

－京橋間のガス燈が燈火さ れ、 横浜・ 兵庫

に続く ３ 番目のガス事業がはじ まっ たので

す。 ガス燈１ 本の料金は１ ヶ 月３ 円55銭

５ 厘（ 米約２ 俵分） と かなり 高額でし た。  

　 明治43年（ 1910） 11月29日、 日本最

初の南極探検隊と し て 陸軍中尉白瀬矗

（ 1861～1946） ら を 乗せた 木造船開南

丸（ 204t） が芝浦埠頭を 出航し ま し た 。

途中、 ニュ ージ ーラ ンド のウェ リ ント ン や

オースト ラ リ アのシド ニーに寄港し て物資

を積み込み、 明治45年（ 1912） １ 月16日、

ついに南極大陸に上陸し まし た。 ち ょ う ど

その翌日にイ ギリ スのロバート ・ スコ ッ ト

が南極点に到達し たため、 白瀬ら は南極点

到達を断念し 、 学術調査と 領土の確保を 目

指し まし た。 し かし 、 滞在に困難を 極めた

ため、 28日に南緯80度5分・ 西経156度37

分の地点一帯を 「 大和雪原」 と 命名し て、

日章旗を 掲げて日本領を宣言し まし た。 こ

れを 記念し て昭和11年（ 1936） 12月20日に

こ こ に碑が建てら れまし た。 なお、 ペン ギ

ン像は日本を 代表する 彫塑家朝倉文夫の作

です。
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放送記念碑
　芝浦３ －３ Ｊ Ｒ 田町駅芝浦口ロータ リ ー脇  

  

　 日本におけるラ ジオの本放送は大正14年

（ 1925） ７ 月22日に愛宕山の東京放送局か

ら 発信さ れまし たが（ →48ページ） 、 前年

の大正13年（ 1924） 11月29日に東京放送

局の仮局舎が当時東京高等工芸学校のあっ

たこ の地に設けら れまし た。 翌14年（ 1925）

３ 月１ 日から 試験放送が行われ、 22日に

仮放送がはじ ま り ま し た。 京田武男ア ナ

ウン サーによ る 第一声は、 「 ア ーア ー、

聞こ え ま す か。 JOAK、 JOAK、 こ ち ら は

東京放送局であり ます。 こ んにち 只今より

放送を 開始致し ます」 と いう も のでし た。

日本の放送史上、 記念すべき 日と いえるで

し ょ う 。 愛宕山に正式な放送局が完成する

までこ こ で仮放送が続けら れまし た。 ちな

みに当時のラ ジオの波長は375m （ 周波数

800kHz） 、 出力は220W でし た。 受信機の

性能に比べて出力

が弱かっ たため、

東京市内でないと

よく 聴こ えなかっ

たそう です。  

　 港区立伝統文化交流館は、 区指定有形

文化財「 旧協働会館」を 活用し て、令和2年

（ 2020） に伝統文化の継承や地域活動、

交流等のための施設と し て開館し まし た。

　 旧協働会館は昭和11年（ 1936） に芝浦

花柳界の見番と し て 建築さ れた木造２ 階

建て の建物で 、 大工棟梁は目黒雅叙園な

ど の建築を 手がけた酒井久五郎で す。

　 玄関の唐破風や２ 階の百畳敷き の大広

間な ど 芝浦花柳界が華やかで あっ た時代

の姿を 伝え て いま す。 戦時中に花街が疎

開し た後は平成12年（ 2000） ま で 港湾労

働者の宿泊施設と し て 利用さ れ、 協働会

館と 呼ばれて いま し た。 都内に残さ れた

唯一の木造建築の見番と し て 貴重な も の

で す。

旧協働会館
(伝統文化交流館)

 芝浦１ －１ １ －１ ５ 　

時　 間： 10： 00～21： 00

休館日： 12月29日～1月3日、 臨時休館日

入館料： 無料

電　 話： 03-3455-8451
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時　 　 　 間： 10： 00～12： 00、 13： 00～16： 00

休　 館　 日： 土・ 日祝日、 夏期休業期間、 年末年始
 その他臨時休館

 白金台４ －６ －１

時代の夜明けをたどる旅

料　 　 　 金： 無料

近代医科学記念館

　 東京医科学研究所は明治25年（ 1892） 、

ド イ ツ留学から 帰国し た北里柴三郎のため

に福澤諭吉が私財を投じ て設立し た私立衛

生会附属伝染病研究所を 起源と し ます。 同

32年（ 1899） に内務省管轄の国立伝染病

研究所と なり ますが、 こ れは伝染病研究は

衛生行政と 表裏一体であるべき と いう 北里

の理念に合致する も のでし た。 と こ ろ が、

大正３ 年（ 1914） に政府は北里に一切の相

談も なく 、 研究所の所管を 文部省に移し 、

東京帝国大学の下部組織にする方針を 発表

し ます。 その結果、 北里は研究所を去り 、

新たに北里研究所（ →47ページ ） を 創設

し ます。 現在、 構内には内田祥三設計の研

究棟（ 現医科学研究所１ 号館、 昭和12年

〈 1937〉 建築） が残さ れています。 また、 正

門のそばに近代医科学記念館があり ます。

東京大学医科学研究所歯科医学教育発祥の地跡
８１－４田三  

 

　 こ こ は高山紀斎（ 1851～1933） が明治

23年（ 1890） に高山歯科医学院（ 東京歯

科大学の前身） を 設立し た場所です。 岡山

藩出身の高山紀斎は戊辰戦争に従軍し た

後、 明治３ 年（ 1870） に上京し て 慶應義

塾に入塾し 、 同５ 年（ 1872） にアメ リ カ に

留学し て 歯科医学を 修めま し た。 同11年

（ 1878） に帰国し 、 銀座に歯科診療所を

開き まし た。 紀斎は日本における 歯科医学

の発展と 後進の教育の必要性を 感じ 、 明治

23年（ 1890） にこ の地に医学院を 設立し ま

し た。 また、 日本歯科医会を 設立し 、 初代

会長に就任し ま し た。 その後、 医学院は

血脇守之助（ 1870～1947） に引き 継がれ

まし た。 血脇は日本の近代歯科医療制度の

確立に尽力し た歯科医で、 野口英世のパト

ロ ンと し ても 知ら れています。 その後、 明

治33年（ 1900） に神田小川町に移転し まし

た。 現在、 伊皿子交差点前に記念碑が建っ

ています。
問い合わせ： 0 3 -5 4 4 9 -5 4 7 0

近代史跡
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時 　 間： 10： 00～15： 00

休 館 日： 金～日・ 祝、 無料

北里研究所病院
　　　　白金５ －９ －１  

 

最初の麻布区役所跡
（ 龍澤寺） 　

元麻布３ －１ ０ －５  

　 「 日本の細菌学の父」 と いわれる 北里柴

三郎（ 1853～1931） が大正３ 年（ 1914） に

設立し たのが北里研究所です。 北里は明治

８ 年（ 1875） 東京医学校（ 現東京大学医学

部） へ進学し 、 同18年（ 1885） から ド イ ツ

のベルリ ン大学へ留学し 、 コ ッ ホに師事し

ます。 同22年（ 1889） に世界で初めて破傷

風菌だけを取り だす純粋培養法に成功、 翌

23年（ 1890） には血清療法を 開発し ます。

同25年（ 1892） に帰国し ますが、 受け入れ

る機関がなく 福澤諭吉が設立し た私立衛生

会附属伝染病研究所に入り ます（ →46ペー

ジ）。 その後、 大正３ 年（ 1914） に政府と の

軋轢から 研究所を 去り 、 私費を 投じ て11月

５ 日に北里研究所を設立し まし た。 以降、

日本の細菌学・ 感染症学の発展に大き な役

割を 果たし ています。 構内に北里柴三郎記

念室があり 、 北里の生涯やその功績を、 貴

重な資料や写真と と も に紹介し ています。

　 明治11年（ 1878） ７ 月22日の郡区町村

編成法によ り 、 現在の港区域には赤坂区、

麻布区、 芝区が設けら れまし た。 麻布区の

範囲は主に現在の麻布・ 六本木にあたり

ま す。 こ こ 龍澤寺には明治６ 年（ 1873）

12月に第二大区十二小区の区務所が置か

れて いまし たが、 こ れを 麻布区の区役所

と し て 明治11年（ 1878） 11月４ 日に開庁

するこ と になり まし た。 初代区長には前田

利充が任命さ れまし た。 開庁当時の戸数は

7,813戸、 人口は26,000人余でし た。 昭和

22年（ 1947） ３ 月15日、 赤坂区・ 麻布区

・ 芝区が統合し 、 現在の港区が誕生し ま

し た。

時　 　 　 間： 10： 00～17： 00（ 入館は16： 30まで）

休　 館　 日： 土曜日（ 第2・ 4・ 5）
 日曜日（ 第1・ 3・ 5）
 祝日、 年末年始、 夏期休暇ほか

料　 　 　 金： 無料

北里柴三郎記念博物館　 展示室

問い合わせ： 0 3 -5 7 9 1 -6 1 0 3
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東京放送局跡
（ NHK放送博物館） 　　　　　　　　

愛宕２ －１ －１   

時代の夜明けをたどる旅

近代史跡

日本経緯度原点
　　　　　　　麻布台２ －１ ８ －１  

 

　 日本経緯度原点は日本の経度と 緯度を

決める 基準と な る も ので す 。 昭和2 4 年

（ 1949） の測量法施行令によ り 東経139度

44分40秒5020、 北緯35度39分17秒5148に

定めら れまし たが、 平成13年（ 2001） の測

量法の改正によ り 最新の宇宙測地技術をも

っ て新たに東経139度44分28秒8759、 北緯

35度39分29秒1572に改めら れまし た。 さ

ら に平成23年（ 2011） ３ 月11日に起き た東

北地方太平洋沖地震によ り 、 大き な地殻変

動が発生し たため、 再測量を 行い、 東経が

139度44分28秒8869に改めら れま し た。

こ の場所には明治７ 年（ 1874） から 海軍

の気象台が置かれて いま し たが、 同21年

（ 1888） に内務省地理局天象台・ 東京帝

国大学理科大学天象台と 合併し 、 東京帝国

大学付属の東京天文台が発足し まし た。 し

かし 、 関東大震災後、 市街地化が進んだた

め観測に適さ なく なり 、 天文台は三鷹市に

移転し まし た。  

　 大正14年（ 1925） ７ 月12日、 関東大震

災で倒壊・ 焼失し た愛宕塔と 愛宕館の跡地

に東京放送局（ JOAK） の局舎が落成し 、

ラ ジオの本放送がはじ まり まし た。 場所は

上野などほかにも 候補があり まし たが、 広

く 電波を 送信でき る高台である こ と などか

ら 愛宕山に決定し まし た。 設計は東京タ ワ

ーと 同じ 内藤多仲が手がけ、 鉄塔の高さ は

45ｍ、 塔の間は32.7ｍ、 出力１ kw 、 周波数

800kcでし た。 開局後はさ まざまな放送が

流さ れ、 昭和11年（ 1936） の二・ 二六事件

で青年将校ら に投降を 呼びかける放送も こ

こ から 流さ れまし た。 昭和14年（ 1939） ５

月13日、 千代田区内幸町に東京放送会館

が完成し 、 愛宕山の東京放送局はその役割

を 終えます。 昭和31年（ 1956） ３ 月から 世

界初の放送博物館と し て開館し まし た。

　 平成28年（ 2016） １ 月にリ ニ ュ ーア ル

オ ープ ンし 、 ８ Kシア タ ーを 体験する こ と

ができ ます。
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看護婦教育発祥の地
（ 東京慈恵会医科大学） 　　　　　　　

西新橋３ －２ ５ －８  

日本近代初等教育発祥
の地跡

芝公園１ －１  

　 日本の看護教育は東京慈恵会医科大学を

創設し た高木兼寛が、 留学中に視察し たナ

イ チンゲール看護養成所に感銘を 受け、 こ

れを 模範と し た看護婦教育所を有志共立東

京病院（ 現在の東京慈恵会医科大学附属病

院の前身） に置いたこ と にはじ まり ます。

明治17年（ 1884） 10月17日にアメ リ カ か

ら 看護婦Ｍ・ Ｅ ・ リ ード 女史を招聘し て看

護婦取締り に任じ 、 金曜日と 土曜日に看護

教育を はじ めま し た。 同19年（ 1886） に

は前年の秋に初めて生徒見習いと し て採用

し た13名のう ち ５ 名を 一回生と し て 採用

し ま し た。 授業は解剖・ 生理・ 看護法の講

義、 解剖・ 包帯・ 巴布（ ＝湿布） 製法の実

習があり 、 教育課程は２ 年間でし た。 医療

の最前線で活躍する 看護師の育成が現在も

行われています。 記念碑は高木２ 号館の入

口脇に建っ ています。  

　 日本の初等教育は明治５ 年（ 1872） ８

月３ 日の学制の発布にはじ まり ますが、 こ

れに先立ち 同３ 年（ 1870） 、 文部省の管轄

のも と 、 東京府に６ つの小学校が開かれま

し た。 その第一校が増上寺の子院源流院に

置かれ、 同年６ 月12日に開校し まし た。 大

訓導（ 校長） には村上珍休がつき 、 男子は

８ 歳から 15歳まで、 女子は８ 歳から 12歳ま

での生徒約30人を 教えまし た。 授業科目は

書算筆三科（ 朗読・ 習字・ 算術） で、 毎日

５ 時間、 授業料は月に２ 分、 机・ 硯・ 弁当

持参で行われまし た。 明治５ 年（ 1872） の

学制の発布によ り 「 第一大学区第二中学区

第一番小学」 と し て東京府の管轄と なり 、

校地も 西久保町に移り まし た。 その後、 鞆

絵小学校と なり 、 平成３ 年（ 1991） に桜小

学校・ 桜田小学校と 統合し 、 御成門小学校

が開校し まし た。

かねひろ
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最初の芝区役所跡
（ 安養院） 　

芝公園２ －３ －２  

慶應義塾・ 攻玉社跡
こ う ぎょ く し ゃ

浜松町１ －１ ３ －１  

時代の夜明けをたどる旅

近代史跡

　 明治11年（ 1878） から 大正15年（ 1926）

までこ の地に芝区役所があり まし た。 明治

11年（ 1878） ７ 月22日、 地方三法の１ つ

と し て 郡区町村編成法が発布さ れ、 東京

には15の区と ６ つの郡が置かれる こ と に

な り ま し た 。 現在の港区域には赤坂区、

麻布区、 芝区が設けら れ、 11月２ 日に発

足し ま し た。 芝区の範囲は桜田・ 三田・ 白

金・ 高輪の地域で、 戸数は14,757戸、 人口

は58,861人で し た。 区役所はこ こ 安養院

に設けら れ、 11月４ 日に開庁し ま し た。

初代区長には相原安次郎が任命さ れま し

た。 その後、 芝区役所は愛宕町に移り 、

大正15年（ 1926） に現在の港区役所の場

所に移り ま し た。 赤坂・ 麻布・ 芝の３ 区

は昭和22年（ 1947） ３ 月15日に統合さ れ

現在の港区へ引き 継がれまし た。  

　 安政５ 年（ 1858） 、 築地鉄砲洲（ 現中

央区明石町） の中津藩邸に蘭学塾を 開いた

福澤諭吉は慶応４ 年（ 1868） にこ こ 芝新

銭座に移り まし た。 こ の時、 年号を と っ て

塾名を「 慶應義塾」 と 名付けまし た。 その

後、 明治４ 年（ 1871） に三田の島原藩邸

跡（ 現在地） に移転し まし た。 福澤はこ の

跡地を攻玉社を経営し ていた近藤真琴に請

われて300円で譲っ たと いわれています。

攻玉社は文久３ 年（ 1863） に近藤が鳥羽

藩邸に開いた蘭学塾を 起源と し ます。 主に

海軍将校を養成する異色の学校で、 出身者

で 海軍大将にな っ た者は鈴木貫太郎（ 後

に第42代内閣総理大臣） な ど 15名、 ま た

旅順攻撃の広瀬武夫中佐も 同校の出身で

す。 大正14年（ 1925） に西五反田へ移転

し ま し た 。 現在エ コ プ ラ ザ前に記念碑が

建っ ていますが、 実際の塾跡は道を 挟んだ

東側の一帯（ 浜松町１ －６ ） です。  
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五雲亭貞秀　 新橋鉄道館　 汐留駅ヨ リ 入口之図

旧新橋停車場跡
　　　　　　　　　東新橋１ －５  

 

　 日本で 初め て の営業鉄道は明治５ 年

（ 1872） に開通し た新橋－横浜間28.8km

（ 所要時間53分） です。 明治２ 年（ 1869）

に東京－横浜間の敷設が決定さ れ、 翌３ 年

（ 1870） にイ ギリ スから 鉄道技師エド モン

ド ・ モレ ルら を招き 、 その指導のも と で建

設がはじ まり まし た。 試運転を経て、 明治

５ 年（ 1872） ９ 月12日に全線開通し 、 祝賀

会が新橋鉄道館で明治天皇臨席のも と で行

われまし た。 当初の運賃は、 大人上等が１ 円

12銭５ 厘、 中等が75銭、 下等が37銭５ 厘と

かなり 高額でし た（ 当時は米１ 升がおよそ

４ 銭でし た） 。 開業翌年の営業状況は乗客

が１ 日平均4,347人と かなり の黒字と なり 、

こ れによ り 鉄道が普及し ていく こ と になり

ます。 その後、 大正３ 年（ 1914） 新橋駅は

貨物専用の汐留駅と なり 、 昭和61年（ 1986）

11月１ 日、 国鉄民営化を 前提と し たダイ ヤ

改正によ り 廃止さ れまし た。

　 平成３ 年（ 1991） から こ こ で発掘調査が

行われ、 創業当時の駅舎跡やホ ームな ど

が発見さ れ、 平成８ 年（ 1996） に国史跡に

指定さ れまし た。 発掘調査の後、 現状を保

存する ため埋め戻さ れ、 現在はその上に開

業当時の駅舎外観が復元さ れています。 旧

新橋停車場鉄道歴史展示室も あり ます。  

時 　 間： 11： 00～18： 00

休 館 日： 月、 無料

問 い 合 わ せ： 0 3 -3 5 7 2 -1 8 7 2

旧新橋停車場　 鉄道歴史展示室

開 館 時 間： 10： 00～17： 00（ 入館は16： 45まで）

休 館 日： 毎週月曜日（ 祝日の場合は翌日）

 年末年始（ 12/29 -1/3）

展示替え期間中、 設備点検時

料　 　 　 　 金： 無料

問 い 合 わ せ： 0 3 -3 5 7 2 -1 8 7 2
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最初の赤坂区役所跡
（ 高橋是清翁記念公園）　　　　　　　

赤坂７ －３ －３ ９  

新聞創刊の地跡
虎ノ 門１ －２  

時代の夜明けをたどる旅

近代史跡

　 明治７ 年（ 1874） 11月２ 日、 子安峻・

本野盛亨・ 柴田昌吉が日本で初めての本格

的大衆啓発紙『 讀賣新聞』 を 創刊し ま し

た。 発行元の日就社が置かれたのが虎ノ 門

の外、 琴平町１ 番地の旧武家長屋です。 江

戸時代の情報紙であっ た「 瓦版読み売り 」

から 名前を と っ て題号と し 、 漢字にふり が

なを振っ た平易な小新聞と し て出発し まし

た。 創刊のこ ろ 漢字教育を受けていなかっ

た市民から 、 町名番地にちなんで「 千里を

走る 虎の門、 こ と にひら がな は一番な り

（ 琴平一番） 」 と 歓迎さ れまし た。 大正６

年（ 1917） 12月１ 日に社号を 讀賣新聞社

に改め、 今に続いています。 明治初期から

今日まで題号を 変えず（ ただし 一時期『 讀

賣報知』 を 使用） 、 東京で創刊し たも のが

全国紙にまで発展し た新聞は他にあり ませ

ん。 現在、 創刊の記念碑が虎ノ 門交差点三

井ビル脇に建っ ています。  

　 明治11年（ 1878） ７ 月22日の郡区町村

編成法によ り 、 現在の港区域には赤坂区、

麻布区、 芝区が設けら れまし た。 赤坂区の

範囲は主に現在の赤坂・ 青山にあた り ま

す。 最初の区役所は赤坂表町３ －５ （ 現赤

坂７ －２ 草月会館） に置かれ、 11月４ 日

に開庁し まし た。 初代区長には島津忠亮が

任命さ れまし た。 その後、 区役所は赤坂表

町１ 丁目な ど に移り 、 明治24年（ 1891）

に現在の港区役所赤坂地区総合支所の場所

に移り まし た。 赤坂区は昭和22年（ 1947）

３ 月15日に麻布区・ 芝区と 統合さ れ現在の

港区が誕生し まし た。  


